
～精神病棟を新手の入所施設に模様替え～ 

｢病棟転換型居住系施設｣ 
は、障害者権利条約違反!! 

 

国が検討しようとしている 

「病棟転換型居住系施設」に反対の署名を！ 
 

我が国では、精神医療を受ける患者を病院内に長く留め置く隔離収容政策が長く続いてきました。精神科

病院の入院患者の平均在院日数は一般病床の 17 倍の 283.7 日であり、全病床数 160 万床の２割

を超える 34 万床が精神病床です。世界の精神病床の 2 割が日本のものであるうえに、入院期間

も桁違いに長くなっています。 
入院患者数は 30 万人を超え、OECD（経済協力開発機構）加盟国の中でも例をみないほど多い状況で

す。さらにはその２割が認知症の人で占められ、その割合は年々増えています。諸外国では、認知症の人の

精神病院での処遇がすでに「過去のもの」になっているにもかかわらずです。 
2004 年に厚生労働省が提示した「精神保健医療福祉の改革ビジョン」は、「入院医療中心から

地域生活中心へ」という基本的な方策を打ち出し、「国民各層の意識の変革や、立ち後れた精神

保健医療福祉体系の再編と基盤強化を今後 10 年間で進める」と述べています。我が国の精神医

療は、病院に収容し長期入院させる状態からようやく脱し、地域社会で生活する方向性が打ち出

されたのです。 
ところが現在、これと逆行した動きがはじまっています。昨年 6 月に精神保健福祉法が改正さ

れ、国は「良質かつ適切な精神障害者に対する医療の提供を確保するための指針」を策定するこ

とになり、この内容を決める厚労省内の検討会において、今ある精神科病院の病棟をそのまま介護

施設などの「居住系施設」という看板にかけかえる「病棟転換型居住系施設」の導入が一部の委員から公然

と主張され、近々その可否を検討する検討会が設置されることになっています。 

折しも昨年の 12 月 4 日に、我が国は、障害者権利条約に批准し、その 19 条では「すべての

障害者が他の者と平等の選択の機会をもって地域社会で生活する平等の権利を有することを認

める」としています。 
今回の「病棟転換型居住系施設」は、それに逆行する条約違反の政策であり、国際的に指弾さ

れることは必至です。 
またこのような政策を推し進めることは、精神障害のみならずあらゆる障害者施策に悪影響を

もたらすことになりかねません。 
多くの方々と連帯してこれに反対をしていきたいと思っています。 

どうかお一人でも多くの方の署名をよろしくお願いいたします！ 

病棟転換型居住系施設について考える会 
http://blog.goo.ne.jp/tenkansisetu/e/b931c4c43743a97895930cd4296a4a48 



「病棟転換型居住系施設」について考える会 賛同者一覧 （個人賛同 275名、団体賛同 36団体／2014年5月11日現在） 

 

★個人賛同★  

青木志帆（弁護士）， 秋風千惠（大阪市立大学大学院都市文化センター ドクター研究員）， 秋元秀俊（秋編集事務所代表取締役）， 浅野博（福祉系専門学校生）， 東奈

央（弁護士）， 天川智子（社会福祉士）， 荒川哲郎（三重大学教育学部特別支援教育講座特任教員）， 有我譲慶（光愛病院統一労働組合）， 安藤裕子， 飯塚直和（静

岡障害者自立生活センター）， 幾見順治（静岡障害者自立生活センター）， 池田陽一（石川県立いしかわ特別支援学校教諭）， 池原毅和（弁護士）， 伊澤雄一（全国精

神障害者地域生活支援協議会代表）， 石井雅子（自立生活センターリングリング、身体障害当事者）， 石神政行（静岡障害者自立生活センター）， 石地かおる（自立生活

センターリングリング、身体障害当事者）， 石橋新一（反弾圧研究会）， 石本隆司（特定非営利活動法人結び理事長）， 石本悦二（支援センターはるセンター長）， 磯部浩

司（自立生活センター自立の魂～略して じりたま！～代表）， 一木玲子（筑波技術大学）， 一條美奈子（一市民）， 伊藤哲寛（元北海道立病院院長）， 伊藤みどり（社会

福祉士）， 稲垣俊雄（稲垣診療所医師）， 稻津宜彦（灯ゆうゆう会会員）， 稲益実（日本国民）， 犬伏正好， 井上久， 岩井圭司（精神科医、兵庫教育大学）， 岩崎ゆり

（多摩美術大学芸術学科四年）， 岩清水祥代， 上田正人（いわくら病院精神保健福祉士）， 上田八千代（静岡障害者自立生活センター）， 上野秀樹（海上寮療養所、内

閣府障害者政策委員会委員）， 宇佐美拓也（静岡障害者自立生活センター）， 氏家憲章， 内木糸美， 梅田忠斉（いわくら病院医師）， 梅本智美（社会福祉士）， 海野

伸子（静岡障害者自立生活センター）， 江原昇（自治体職員）， 大賀達雄（心理療法士）， 大川速巳（静岡障害者自立生活センター）， 大久保圭策（精神科医、大久保ク

リニック）， 大杉光子（弁護士）， 太田修平（障害者の生活保障を要求する連絡会議参与）， 太田美智子（ライター）， 大竹進（大竹整形外科院長）， 大平あかね（会社員）， 

岡田清（メンタルクリニックおかだ院長）， 岡田靖雄（精神科医）， 岡部耕典（早稲田大学教員（障害学、福祉社会学））， 岡本直樹（NPO 法人全国重度障害者相談支援協

会・札幌菊水事務所）， 小木曽健次（公益社団法人アムネスティ・インターナショナル日本会員）， 奥村譲（静岡障害者自立生活センター）， 奥村千春（静岡障害者自立生

活センター）， 小沢映子（静岡県富士市議会議員、（社福）インクルふじ設立代表）， 尾上浩二（DPI 日本会議事務局長）， 尾上年秀（解放出版社）， 甲斐浩司（和歌山県

福祉事業団主事）， 鏡味秀彦（精神保健福祉士）， 郭春生（家族）， 笠井亜美（精神保健福祉士）， 樫木八重子（目白短期大学）， 春日水鳥（日本共産党伊賀名張青年

支部長、名張民主商工会理事）， 香澄海， 片岡次雄（高校問題を考える大阪連絡会）， 加藤孝吉（日本てんかん協会、心のネットワークみやぎ、めざめの会）， 加藤忠相

（株式会社あおいけあ代表取締役）， 加藤真規子（こらーるたいとう）， 加藤道広（おたすけ club ぴあかん）， 金井浩一（ACT-K たかぎクリニック）， 金杉和夫（精神科医、

金杉クリニック）， 金本尚子（大阪障害者労働センターのんきもの）， 金子良孝， 彼谷哲志（特定非営利活動法人あすなろ）， 神谷利行（かもめ工房労働組合）， 茅野和

郎（大阪障害者労働センターのんきもの）， 川嶋雅恵（大阪青い芝の会会長）， 川村肇（獨協大学教員）， 貴田岡武（自立訓練(生活訓練)訓練はばたけ作業療法士），北

野誠一（NPO 法人おおさか地域支援ネットワーク理事長）， 絹田敬子（社会福祉法人喜楽里常務理事）， 木下努（ＡＪＵ自立の家）， 木村潔（特定非営利活動法人スペース

ぴあ PSW）， 桐原尚之（全国「精神病」者集団運営委員）， 楠本哲郎（自立生活センターリングリング、身体障害当事者）， 國光みのり（一般市民）， 久保寛子（NPO 中部）， 

久保川良子（NPO 法人大阪精神障害者就労支援ネットワーク）， 雲川雅美， 倉田めば（Freedom 代表）， 倉橋慎輔（精神保健福祉士）， 倉町公之（大阪府精神障害者家

族会連合会会長）， 倉町健（介護支援専門員）， 栗原紀代美（Office KURIHARA フリーランス社会福祉士・看護師の事務所）， 黒石貴満子（大阪障害者労働センターのん

きもの）， 桑田久嗣（精神保健福祉士）， 小池洋介（精神保健福祉士・社会福祉士）， 古賀典夫（怒っているぞ！障害者きりすて全国ネットワー ク世話人）， 古島誓司（那

覇ピアサポートネットワーク代表、法人設立えてふえての会代表）， 古謝哲也， 小杉和貴（看護師）， 兒玉宣昭（発達精神サポートネットワーク）， 小林律子（福祉労働編集

部）， 小原隆， 五味金次（全国精神医療労働組合協議会代表）， 小室径（就労継続支援 B 型事業所職員）， 近藤強（精神科医、チヨダクリニック）， 紺野真理子（いわて

よが）， 崔栄繁（DPI 日本会議）， 斉藤徹（精神保健福祉士）， 斎藤塩子（非正規労働者）， 斉藤利香， 佐倉直海（フリーライター）， 佐竹雅美（さおり織作家）， 薩川勇

（静岡障害者自立生活センター代表）， 佐藤純（ノートルダム女子大学）， 佐藤陽治（ユニオン東京合同）， 佐藤久夫（日本社会事業大学特任教授）， 佐藤和喜雄（NPO

法人福祉会菩提樹代表）， 佐能美弥子（ACT-K、JOYS、作業療法士）， 澤田絵美（訪問看護ステーションKAZOC管理者）， 澤田優美子（大学院生）， 志子田悦郎（社会

福祉士）， 篠田將巳（精神障害者）， 柴田昭平（静岡障害者自立生活センター）， 澁谷路世（NPO 法人事務局員）， 島貫慎之（札幌なかまの杜クリニックぴあスタッフ）， 

島本禎子（NPO 法人あおば福祉会理事長）， 清水邦子（五葉あんしんすこやかセンター(神戸市地域包括支援センター)保健師）， 下川悦治（福岡県）， 下川禎枝（静岡障

害者自立生活センター）， 下村幸男（大阪精神障害者連絡会）， 下山洋雄（こころの健康を考える青森県民会議共同代表、ピアカウンセラー）， 白石雄二（精神保健福祉

ふくおか家族連絡会）， 白田幸治（こころのピアズ代表）， 新澤克憲（就労継続支援Ｂ型事業所ＰＳＷ）， 末兼忠司（精神障害者）， 菅野喜一（Vo・信愛（ぼらんてぃあしん

あい））， 菅野宏久， 菅原和之（介護福祉士）， 杉本明子（大阪障害者労働センターのんきもの）， 杉山裕美（静岡障害者自立生活センター）， 鈴木敬治， 鈴木卓郎（ソ

ーシャルワーカー）， 鈴木康夫（静岡障害者自立生活センター）， 鈴木梨可（静岡障害者自立生活センター）， 住永章子（堺・自立をすすめる障害者連絡会）， 関口明彦

（内閣府障害者政策委員会委員）， 攝津正（自営業）， 祖父江元宏（精神障がい者ピア相談室代表）， 高石昭， 高岡芳江， 高木俊介（精神科医）， 高志博明（L and P

サービス管理責任者）， 高園康文（自立生活センターぶるーむ）， 高橋幸雄（エスポアール出雲クリニック）， 高見元博（「精神障害者」、兵庫県精神障害者連絡会代表）， 

滝柳洋子（基準該当事業所「新しい空」）， 田鎖麻衣子（弁護士）， 竹澤正光（八王子精神障害者ピアサポートセンター）， 田島裕美（八王子精神障害者ピアサポートセンタ

ー）， 立岩真也（立命館大学教授）， 田中直樹（全国精神障害者地域生活支援協議会（あみ）事務局長）， 多幡達夫（大阪府立大学名誉教授）， 塚本正治（NPO 精神障

害者支援の会ヒット副理事長）， 辻淳子， 辻田雄一（嘉飯山地区精神障害者家族会代表）， 津富宏（静岡県立大学教員）， 寺澤暢紘（心の旅の会会員）， 寺田さちこ（自

立生活センターリングリング、身体障害当事者）， 藤内昌信（NPO 法人だれもがともに小平ネットワーク）， 堂道正彦（大阪障害者労働センターのんきもの），     堂本暁

子（「女性と健康ネットワーク」代表）， 鴇田昭裕（家族介護者）， 栃本一弥（なゆたの会）， 戸塚蓉子（静岡障害者自立生活センター）， 冨田由佳（就労継続支援Ｂ型事業

従事者）， 永井都也子（介護福祉士）， 中川弥生子（精神保健福祉士）， 中川聡（精神医療被害連絡会代表）， 中澤まゆみ（ライター）， 中嶋秀昭（団体職員）， 中西宏

昌（静岡障害者自立生活センター）， 仲根建作（社会福祉士）， 中野豊子（精神保健福祉士）， 長橋義人（静岡障害者自立生活センター）， 中林澄明（つどいの会（心の

病を考える会）代表、東京都（障がい者）自立支援協議会委員）， 中村順， 中村真里（精神保健福祉士）， 難波規子（精神保健福祉士）， 西井早知子（きょうされん三重支

部支部長）， 西川健一（精神保健福祉士）， 西川和男（中部障害者解放センター）， 西島慎二（大阪障害者労働センターのんきもの）， 西村雅一（西村クリニック院長）， 

野田剛志（たまごハウス）， 野村和志（自立生活センター宇部）， 野村博（大阪青い芝の会）， 橋本恵美（静岡障害者自立生活センター）， 橋本徹（静岡障害者自立生活

センター）， 長谷川利夫（杏林大学教授）， 長谷川幸枝（刑法改悪阻止！保安処分粉砕！全都労働者実行委員会）， 畑俊彦（メインストリーム協会理事）， 浜垣誠司（精

神科医）， 浜島恭子（元ユーザー）， 濱竹志帆（静岡障害者自立生活センター）， 浜野健二（自立生活センターリングリング、身体障害当事者）， 早川久恵（陽和病院労働

組合執行委員長）， 早坂智之（怒ってるぞ！障害者切り捨て！全国ネットワーク）， 林文子（心理カウンセラー）， 林武文（看護師）， 林優子（就労継続支援Ｂ型事業従事

者）， 東原光寛， 樋口進吾， 平井祐子（静岡障害者自立生活センター）， 平野誠（NPO 法人ホープ共働舎職員）， 平林幸子， 廣瀬岳幸， 福家有喜生（ゆうゆう会）， 

福富一郎（おりふれの会）， 福富恵美子（特定非営利活動法人まーぶる理事長、特定非営利活動法人まーぶる代表者）， 福元巧（社会福祉法人麦の芽福祉会理事）， 藤

井恵美子（大阪障害者労働センターのんきもの）， 藤井伸洋（社民党八幡所属、北九州雇用問題を考える会、作業所「おりお茶屋」）， 藤岡毅（弁護士）， 藤沢歩（静岡障

害者自立生活センター）， 二見清一（足立区障がい福祉課）， 船橋裕晶（自立生活センターリングリング、精神障害当事者）， 古田朋也（社会福祉法人あいえる協会）， 細

澤友紀（静岡障害者自立生活センター）， 堀部正（ほっとスペース八王子）， 前田ケイ（ソーシャルワーカー、ルーテル学院大学名誉教授）， 増田一世（やどかり出版）， 益

田直子（静岡障害者自立生活センター）， 増田英明（国際医療福祉大学大学院医療福祉ジャーナリズム分野修士課程）， 松尾晴彦（障害者生活支援センター・てごーす理

事）， 松川仁美（べっぷ優ゆう職員）， 松田博幸（大阪府立大学教員）， 松永伊久巳（静岡障害者自立生活センター）， 松波めぐみ（大阪市立大学他非常勤講師）， 松本

裕子（静岡障害者自立生活センター）， 間之口健市（大阪障害者労働センターのんきもの）， 三田優子（大阪府立大学教員）， 南山浩二（大学教員）， 三野宏治（東京福

祉大学社会福祉学部講師）， 蓑島豪智（いわくら病院副院長）， 三橋淳子（横浜市泉区生活支援センター芽生え）， 宮坂和実（たまごハウス）， 宮坂勇， 三輪佳子（フリ

ーランスライター）， 向出真由美（自立生活センターリングリング健常者スタッフ）， 武藤光政， 村上雅洋（NPO 法人職員）， 村松仁志（静岡障害者自立生活センター）， 

村松雅也（静岡障害者自立生活センター）， 望月文子（静岡障害者自立生活センター）， 森川敏子（エンパワーメントスペース大阪）， 森口秀樹（精神科医）， 盛田容子

（怒っているぞ！障害者きりすて全国ネットワー ク）， 八木加奈子（静岡障害者自立生活センター）， 安原壮一（立命館大学客員研究員）， 柳原由以（弁護士）， 矢野真

子（自立生活センターリングリング、身体障害当事者）， 矢吹康夫（日本アルビニズムネットワーク）， 山川一夫（大阪障害者労働センターのんきもの）， 山崎和男（教員）， 

山田昭義（ＤＰＩ日本会議議長）， 山田嘉則（医師）， 山中雅子（刑法改悪阻止！保安処分粉砕！全都労働者実行委員会）， 山本潔（宮城精神しょうがい者団体連絡会議

（宮精連））， 山本眞理（世界精神医療ユーザーサバイバーネットワーク理事）， 山本深雪（大阪精神障害者連絡会、NPO大阪精神医療人権センター）， 由良真木子（精神

保健福祉士）， 吉池毅志（大阪人間科学大学准教授）， 吉田明彦（精神障害当事者）， 吉田敬三（写真家、精神保健福祉士）， 米田節子（大阪障害者労働センターのん

きもの）， 李恵順（静岡障害者自立生活センター）， 和田浩（静岡障害者自立生活センター）， 渡辺乾（訪問看護ステーション KAZOC） 

 

★団体賛同★  

CIL くにたち援助為（えんじょい）センター， DPI（障害者インターナショナル）日本会議， 社会福祉法人あいえる協会， NPO 法人青森ヒューマンライトリカバリー， 浅香山病院労働組

合， 岩倉病院労働組合， 愛媛精労協黒田病院支部， 愛媛精労協堀江病院分会医療労働協議会， 大阪青い芝の会， 大阪障害者労働センターのんきもの， 怒っている

ぞ！障害者切りすて！全国ネットワーク， 怒っているぞ！障害者切りすて！ネットワーク関西， 岐阜病院労働組合， 光愛病院労働組合， 国際障害同盟 International 

Didability Alliance， 埼玉障害者市民ネットワーク， 堺・自立をすすめる障害者連絡会， NPO 法人障害者生活支援センター・てごーす， 障害者の自立と完全参加を目指す大阪

連絡会議（障大連）， 障害者の生活保障を要求する連絡会議（障害連）， 兵庫県精神障害者連絡会， 自立生活センター宇部， 特定非営利活動法人自立生活夢宙センター， 

世界精神医療ユーザー・サバイバーネットワーク World Network of Users and Survvors of Psychiatry， NPO 法人全国精神障害者地域生活支援協議会（あみ）， 全国「精神病」

者集団， 泉州障害者自立生活連絡会， 出発のなかまの会自立センターどんどん， 多摩あおば病院労働組合， つどいの会（心の病を考える会）， 日本障害者協議会（JD)， 

一般社団法人日本福祉支援協会， 八王子精神障害者ピアサポートセンター， 福島県障がい者自立生活推進連絡会， 陽和病院労働組合， NPO 法人リアライズ 



解説 精神科病院の「病棟転換型居住系施設」について 

病棟転換型居住系施設について考える会 
 
【経緯】 
○ 2013 年 6 月に精神保健福祉法が改正され「良質かつ適

切な精神障害者に対する医療の提供を確保するための指

針」を策定することになる。この指針の検討のため、2013
年 7 月～11 月の間に「精神障害者に対する医療の提供を

確保するための指針等関する検討会」が計 7 回開催された。 
○ 同検討会の中で「病棟転換型居住系施設」構想が、伊藤

弘人氏（（独法）国立精神・神経医療研究センター精神保

健研究所社会精神保健研究部部長）、岩上洋一氏（NPO 法

人じりつ代表理事）から提起された。 
※「病棟転換型居住系施設」とは・・・ 

「長期在院者への地域生活の移行支援に力を注ぎ、

また、入院している人たちの意向を踏まえたうえで、

病棟転換型居住系施設、例えば、介護精神型施設、宿

泊型自立訓練、グループホーム、アパート等への転換

について、時限的であることも含めて早急に議論して

いくことが必要。最善とは言えないまでも、病院で死

ぬということと、病院内の敷地にある自分の部屋で死

ぬということには大きな違いがある」（岩上氏配布資料

より） 
○ 7 回の開催された検討会で決着を見ず、本年 3 月 28 日

に新たに設置された「長期入院精神障害者の地域移行に向

けた具体的方策に関わる検討会」において継続して検討し、

6 月までに結論を得ることになった。 
○ この構想に反対する動きとして、2013 年 11 月に「病棟

転換型居住系施設について考える会」（発起人：杏林大学

教授長谷川利夫）が発足。同会の反対声明に対して日本障

害者協議会等団体賛同 23 団体、個人賛同 261 名。2013
年 12 月 25 日に厚労省内で記者会見実施。 

○ 障害者基本法を根拠法に設置されている内閣府の障害

者政策委員会では、委員が一致して病棟転換型居住系施設

に反対している。2014 年 2 月、厚労省社会・援護局障害

保健福祉部精神・障害保健課の北島課長を招いて開催され

た内閣府政策委員会では、病棟転換型居住系施設は障害者

権利条約 19 条の「特定の生活施設で生活する義務を負わ

ないこと」に反するという意見、障害者は病院や特定の施

設に入っているのが当たり前で障害のある人を 2 級市民

として扱うのと同じことではないか等々反対意見が多数

出て、強行突破を止めるよう求める声が出た。しかしこの

場で厚労省北島課長は、「地域の受け皿作りを議論する中

で具体的な方策の 1 つとして病床転換の可否なども議論

していく」、さらに「病院も地域社会と思っている」と発

言。これは、病棟を転換した施設は「地域の受け皿」であ

るという認識を表している。 
○ 厚労省は、本年 2 月より内々で「精神障害者等に対する

地域移行・地域生活支援に向けた意向確認について」と称

する調査を進めている。（本年 3 月 28 日に検討会の中で

初めて明らかにされた） 
  精神科病院に入院する患者さん 200 名や退院支援施設

及び地域移行型ホームの利用者に対してのアンケート。こ

の中には入院患者さんに対して希望する退院先として「住

まいが病院の敷地内なら退院してみたいですか？」「その

施設が病院スタッフや友達とすぐ会える場所なら退院し

てみたいですか？」等、病院に隣接した施設を肯定的に回

答するよう誘導的な質問が含まれている。 
 
【背景】 
○ 2006 年に、当時の自立支援法下において地域生活の第

一歩として病院の敷地内に「退院支援施設」を作ることが

厚労省の主導によって進められようとしたが、当時は日本

障害者協議会（障害者関係団体 60 団体が加盟）や DPI（障

害者インターナショナル）日本会議を始めとする強い反対

があり、その導入は 3 施設に留まり全国的な広がりは防げ

た。今回は「病院敷地内に施設を建てる」より酷い「今あ

る病棟をリフォームしてアパートなど居住施設にしてし

まうこと」と言える。 
○ 日精協（日本精神科病院協会）は、病棟を施設に転用で

きる「病棟転換型居住系施設」の導入は、患者を病院内に

留め、経営的安定を図るためにも望んでいると考えられる。 
2012 年 5 月：日精協が公表した「我々の描く精神医療

の将来ビジョン」では「介護精神型老健」の創設を提唱。 
○ 2012 年 12 月の衆議院選挙時の自民党の「2012 総合

政策集」では・・ 
「長期在院者対策として、地域生活をサポートするサー

ビスの提供や受け皿の整備のため、地域での住居の確保や

介護精神型老人保健施設等により精神科病床の適切な機

能分化等による精神科医療福祉の効率化と質の向上を図

るために努力します」とある。 
○ 日精協、自民党のもの共に、今回検討会で主張された「介

護精神型施設」と酷似。 
すなわち今回の「病棟転換型居住系施設構想」は、今あ

る精神科病院の病棟から患者さんを本当に退院させるの

ではなく、上記の介護精神型施設、グループホーム、アパ

ート等何にでも転換しそこに留めようとするもので、真の

地域移行とは言い難く容認できない。 
 
【懸念されること】 
○ 本来、地域に帰るべき患者さんが今いる病棟をそのまま

リフォームした「病棟転換型居住系施設」に居住し続ける

ことになってしまう。しかも「病院」から「施設」に転換

されるので、ここにいる患者さんは「退院した」とカウン

トされてしまう。 
○ 精神障害以外の他の障害者施策への悪影響。障害をもっ

た人たちを一定の施設に留めおくことを容認する傾向が

ますます強まってしまう。 
○ 障害者権利条約 19 条「障害者が、他の者との平等を基

礎として、居住地を選択し、及びどこで生活するかを選択

する機会を有すること並びに特定の生活施設で生活する

義務を負わないこと」に反する。このままいけば、本年 2
月に批准した障害者権利条約に初めて違反する内容が精

神科医療から起きることになる。 
以上 



声明文 
 

本年（2013 年）6 月に改正された精神保健福祉法では、厚生労働大臣が「精神障害者の

医療の提供を確保するための指針」を定めることとし、その策定のために「精神障害者に対

する医療の提供を確保するための指針等に関する検討会」が設置され議論が行われてきてい

ます。 

さる 10 月の同検討会では、「病棟転換型居住系施設」導入を求める声が飛び出しました。 

「病棟転換型居住系施設」は、今ある精神科病院の精神病床を介護精神型施設、宿泊型の

自立訓練施設などにしていくものです。 

言うまでもなく、精神科病院に入院している人が帰るべき場所は、「地域」です。現在あ

る病棟に手を加え、それを「施設」としてもそこは「地域」ではありません。 

私たちは、精神科病院に入院している人々を地域に返すことをしないで、このような施設

を導入していくことに危険を感じています。 

また、精神科病院のなかで増加しつつある認知症の方々も、真に地域で暮らせるようにし

ていかなければなりません。 

私たちは、「病院から地域へ」という我が国の医療の方向性と逆行する「病棟転換型居住

系施設」導入の動きに反対し、市民一人一人が、真に地域で生活ができる社会が一日も早く

実現するよう強く求めます。 

以上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2013 年 11 月 23 日 
 

病棟転換型居住系施設について考える会 

  

病棟転換型居住系施設について考える会 

《連絡先》長谷川利夫（杏林大学保健学部作業療法学科教授） 
E-mail  stopbttk@yahoo.co.jp 
郵 便 〒192-8508 東京都八王子市宮下町 476 杏林大学保健学部作業療法学科 長谷川利夫宛 

○賛同署名は、上記までお送りください。（記載内容は下欄をご参照ください）。ご署名は、病棟転換

型居住系施設について考える会のブログに随時アップし、またビラなどでも公開していきます。 
○活動を進めていくため、賛同金カンパのご協力をお願いいたします。 

（団体）一口 ５，０００千円 （個人）一口 １，０００円 
【振込先：郵便振替】（口座番号）００５１０－９－８５５２９ 

（加入者名）病棟転換型居住系施設について考える会 
 

病棟転換型居住系施設反対声明に賛同します。 

（個人の場合） お 名 前
（フリガナ）

 

お立場・肩書（あれば） 

（団体の場合） 団 体 名
（フリガナ）

 

代表者名（あれば） 


